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　市の人口

（昭和59年3月1日現在）

50，815世帯（前月比36世帯増）世帯数

昭和59年
（1984年）

第660号

人ロ161，122人（前月比165人増）

　　男80，285人

　　女80，837人

2、3月に集中発生した

知
識
を
身
に
つ
け
被
害
防
止
へ

　
最
近
、
訪
問
販
売
な
ど
の
契
約
や
販
売
手
口
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
激
増
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
が
開
い
て
い
る
消
費
生
活
相
談
の
五
十
八
年
度
総

相
談
件
数
の
内
、
約
五
〇
％
が
契
約
や
販
売
手
口
に

関
す
る
相
談
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え

ま
す
。
経
済
情
勢
を
反
映
し
て
今
後
も
、
権
威
や
肩

書
に
弱
い
と
い
う
心
理
的
弱
点
を
つ
い
て
く
る
悪
質

な
訪
問
販
売
な
ど
が
増
え
て
き
そ
う
で
す
。
そ
こ
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
消
費
者
と
し
て
身
に
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
知
識
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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本
年
二
月
、
三
月
に
集
中
し
て

発
生
し
た
訪
問
販
売
の
手
口
と
し

て
、
。
催
眠
商
芦
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
具
体
的
ヶ
Ｉ
ス
は
、
次
の

よ
シ
な
も
の
で
し
た
。

　
　
「
卵
一
八
″
ク
十
ｍ
り
と
い
う

・
V
M
J
W
告
や
車
で
の
宣
伝
に
よ

っ
て
、
集
会
所
に
人
を
集
め
、
商

品
夕
売
る
の
で
は
な
く
宣
弓

で
い
る
の
だ
と
話
を
展
開
。

　
必
一
場
で
は
扉
夕
閉
め
切
り
、
何

と
も
熱
狂
的
な
雰
囲
気
か
農
出
し

ま
す
。
や
が
で
、
電
気
式
針
治
療

器
と
い
う
健
康
器
具
の
説
明
か
ほ

ｉ
＞
ｆ
ｉ
’
説
明
員
は
針
治
療
の
権
威

者
で
あ
る
か
の
ぷ
っ
に
振
る
舞
い

な
が
ら
、
会
場
の
何
人
か
に
治
療

を
実
施
。
そ
し
て
、
説
明
員
は
治

つ
た
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
ぷ
コ

な
形
で
、
治
療
し
た
こ
と
を
強
弁

ｋ
チ
。

　
こ
の
段
階
で
帰
宅
に
巡
人
を
口

汚
な
く
バ
カ
呼
ば
わ
り
し
て
、
み

ん
な
に
強
迫
思
を
持
た
せ
、
怖
ぐ

て
出
ら
れ
な
い
状
況
を
Ｅ
ｓ
＼
出
し

ま
す
。
そ
し
で
、
針
治
療
器
は
宣

伝
目
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
な

が
ら
、
売
ぴ
物
で
は
な
い
が
特
別

に
販
売
す
る
の
で
、
現
金
で
支
払

い
を
し
て
ぐ
れ
と
言
い
出
し
ま
し

た
。
結
局
、
多
く
の
人
が
冒
Ｂ
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
ず
。

　
こ
フ
し
た
缶
詰
状
況
が
昼
す
ぎ

か
ら
午
後
六
時
ご
ろ
ま
で
続
く
と

い
≪
ｒ
異
常
さ
Ｖ
あ
り
、
近
所
の
人

が
心
配
し
で
見
に
行
ぐ
と
、
参
加

者
全
員
が
一
点
を
凝
視
し
で
、
ま

さ
に
催
眠
状
態
に
な
っ
で
い
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
最
近
こ
ラ
し
た
法
律
に
引
つ
か

か
り
に
く
い
ギ
リ
ギ
リ
の
販
売
手

口
が
、
広
く
行
り
れ
で
い
る
よ
う

で
す
。

宇治市政だより

郵送名簿切り替え

希望者ぱ至急連絡を

　
四
月
か
ら
「
宇
治
市
政
だ

よ
り
」
の
郵
送
者
名
簿
の
切

昨
拵
え
を
行
い
ま
す
。

　
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い

買
い
た
く
な
い
と
き

き
っ
ば
り
断
わ
る

　
訪
問
販
売
と
は
、
「
訪
問
販
売
に

関
す
る
法
律
」
（
訪
販
法
）
に
よ

る
と
、
店
舗
な
芦
営
業
所
以
外
で

販
売
す
る
も
の
を
言
い
、
自
宅
は

も
ち
ろ
ん
集
会
所
な
ど
で
行
わ
れ

る
も
の
を
含
み
未
了
。
な
お
、
契

約
日
を
含
め
四
日
以
内
な
ら
ば
無

条
件
解
約
で
章
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
回
の
ヶ
Ｉ
ス
の
よ

う
に
、
一
括
現
金
払
い
に
は
「
訪

販
法
」
に
よ
る
無
条
件
解
約
の
保

護
が
あ
り
ま
せ
ん
。
詐
欺
を
理
由

に
契
約
の
取
り
1
3
Ｃ
－
警
察
に
告

た
め
、
郵
送
を
受
け
て
い
る

人
で
、
四
月
か
ら
も
引
き
続

き
郵
送
舎
布
望
さ
れ
る
人
は
、

至
急
、
返
信
用
は
が
き
（
三

月
一
日
号
郵
送
時
に
同
封
）

ま
た
は
電
話
で
、
宇
治
市
役

所
広
報
課
（
尽
7
1
4
1
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
「
宇
治
市
政
だ
よ
ぶ

は
朝
日
、
毎
日
、
サ
ン
ヶ
イ
、

読
売
、
京
都
、
日
本
経
済
の

各
新
聞
の
朝
刊
に
折
り
込
ん

で
配
布
し
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

発
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し

た
証
拠
が
要
求
さ
れ
、
難
し
い
面

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
ラ
し
た
訪
問
販
売
の

キ
ロ
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、
注

意
す
る
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
買
う
意
思
の
な
い
場
合
、
は
じ

　
め
か
ら
き
っ
ぱ
り
断
わ
る
こ
と

　
Ｉ
長
な
が
と
説
明
m
い
た

　
り
、
ま
し
て
買
っ
た
り
す
る
必

　
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②
即
金
払
い
を
し
な
い
こ
と
。

③
ラ
か
つ
に
署
名
、
押
印
し
な
い

　
こ
と
。

④
契
約
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た

　
書
面
夕
受
け
取
る
こ
と
Ｉ
「
訪

　
販
法
」
で
は
、
取
引
条
件
を
明

『市民カレンダー

と手びき』

　　配布中

　
市
で
は
、
市
の
行
事
予
定

や
予
防
接
種
な
ど
の
年
間
日

程
表
を
掲
載
し
た
五
十
九
年

度
版
（
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
農
を
発
行
。
三
月
上

旬
か
ら
各
町
内
官
治
）
会
長

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
ご

家
庭
に
お
届
け
し
で
い
ま
す
。

　
町
内
会
（
自
治
会
）
に
加

入
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
は
、

三
月
末
日
ま
で
、
宇
治
市
公

民
館
（
宇
治
里
尻
）
、
木
幡

町
内
会
未
加
入
の
人
は

お
近
く
の
公
民
館
な
ど
へ

公
民
館
（
木
幡
内
畑
）
、
小

倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
）

に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
置
い
で
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
吋

ま
た
、
―
市
役
所
に
来
庁
の
と

章
茄
課
ま
で
お
越
し
い
た

　
ら
か
に
し
た
書
面
差
徊
費
者
に

　
交
付
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て

　
い
ま
す
。

　
訪
問
販
売
の
販
売
員
は
、
ど
っ

し
て
遠
隔
地
の
必
一
社
か
ら
や
っ
て

来
る
の
で
し
ょ
う
。
も
し
も
、
商
ヽ

品
の
事
故
、
契
約
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
た
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
交

渉
が
し
に
く
く
、
そ
れ
を
見
込
ん

電
話
で
ご
連
絡
く

　
　
　
（
広
報
課
）

で
い
る
悪
質
な
業
者
も
あ
り
ま
す
。

　
訪
問
販
売
を
は
じ
の
と
す
る
消

費
生
活
上
の
苦
情
や
相
談
は
、
市

役
所
商
工
観
光
課
の
消
費
生
活
相

談
室
や
、
府
の
消
費
生
活
科
学
セ

ン
タ
ー
－
へ
。

　
人
権
擁
護
委
員
に

　
松
本
得
－
さ
ん
再
任

　
本
市
に
は
、
丈
の
人
権
擁
護

委
員
が
お
ら
元
ま
す
か
、
任
期
が

満
了
し
て
い
た
、
松
本
得
一
さ
ん

　
（
宇
治
蔭
山
、
尽

が
、
こ
の
ほ
ど
、
引
き
続
き
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
人
格
、
識
見

と
も
に
高
く
、
人
権
へ
の
理
解
も

深
い
人
の
中
か
ら
、
市
長
の
推
薦

に
よ
り
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
人
で
す
。

　
差
別
か
受
け
た
り
、
離
婚
や
相

続
の
家
庭
問
題
、
人
間
関
係
に
ま

つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る

人
は
、
気
軽
に
人
権
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
日
は
、
毎
月

第
一
木
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
で
、
場
所
は
市
民
会

館
第
二
会
議
室
。
相
談
は
無
料
で

個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
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自転車をひかえ
駅まで歩きましょう

　
自
転
車
、
バ
イ
ク
は
手
軽
な
交

通
手
段
と
し
て
利
用
者
は
増
え
続

け
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
通

勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
の
た
め

各
駅
ま
ぶ
君
付
け
、
駅
周
辺
に

不
法
駐
車
す
る
人
が
あ
と
衆
た
ち

ま
せ
ん
。

　
駅
周
辺
は
、
人
の
往
来
や
車
の

▼
車
道
ま
で
は
み
出
す
放
置
自
転
車
（
近
鉄
大
久
保

　
駅
付
近
）

通
行
が
多
く
、
大
勢
の
人
が
有
効

に
利
用
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
限
ら
れ
た
場
所
が
、
自
転

車
、
バ
イ
ク
で
占
拠
さ
れ
ま
す
と
、

人
と
車
両
の
通
行
夕
妨
げ
る
ば
か

り
で
な
く
、
交
通
事
故
か
誘
発
し
、

消
防
活
動
な
ど
緊
急
事
態
へ
の
対

応
が
遅
れ
市
民
が
安
全
な
生
活
を

送
る
上
で
大
真
雙
障
と
な
り
ま

す
。
　
駅
前
の
自
転
車
置
場
に
は
駐
車

台
数
に
も
限
界
が
あ
り
、
ま
た
、

健
康
の
た
め
に
も
駅
ま
刄
姫
離

の
人
は
、
ぜ
ひ
歩
い
で
行
つ
て
い

た
だ
ぐ
よ
ｙ
コ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

年
度
末
過
不
足
を
調
整

補
正
後

総
額
で

　
宇
治
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、

三
月
二
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
二

十
九
日
間
の
為
一
期
で
開
か
れ
て
い

毒
ｙ
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
昭
和
五
十

八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

7
号
）
案
欠
ば
じ
め
、
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
6

号
）
な
芦
午
一
議
案
名
茄
提
案

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
職

員
給
与
を
国
家
公
務
員
に
準
じ
て

改
定
す
る
た
め
の
所
要
経
費
お
よ

び
、
補
助
金
や
起
債
の
決
定
に
よ

る
必
要
な
予
算
上
の
措
置
、
そ
し

て
年
度
末
ま
で
の
思
込
額
算
定
に

よ
り
過
不
足
を
調
整
す
る
必
要
が

生
じ
た
も
の
を
中
心
に
計
上
し
た

も
の
で
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
九

千
九
百
九
十
三
亙
八
千
円
の
減
と

な
り
、
最
終
予
算
総
額
は
二
百
八

2
8
5
億
4
千
5
9
万
円
に

十
五
億
四
千
五
十
九
万
九
千
円
と

な
り
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
案
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
職
員
給
与
改
定
に
要
す
る
経
費

　
に
一
信
一
千
百
八
十
で
万
二
千

　
『

▽
黒
橋
架
替
改
良
事
業
負
相
至
に

　
一
千
三
百
二
十
万
円
。

▽
都
市
計
画
街
恐
石
橘
島
線
築

　
造
事
業
費
追
加
に
一
億
八
千
万

　
円
。

▽
府
営
事
業
負
担
金
に
一
億
八
千

　
九
万
円
。

▽
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金

　
に
二
億
三
百
六
十
万
一
千
円
。

▽
老
人
保
健
事
業
特
別
心
一
計
（
医

　
療
給
付
費
の
一
部
）
で
七
億
円

　
減
額
。

▽
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
費
（
年
度
区
分
変
更
に
よ
る
も

　
の
）
で
四
億
六
千
三
百
七
十
二

　
万
一
千
円
減
額
。

▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（

　
爾
落
2
号
汚
水
幹
線
取
得
費
、

　
木
津
川
流
域
下
水
道
事
業
根
幹

　
施
設
建
設
負
妻
盾
加
）
に
一

　
億
三
百
四
十
九
万
三
千
円
。

催眠商法｜

訪問販売が激増
3月補正
予算案
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ず
ら
り
力
作
の
入
賞
作
品

4
月
3
日
ま
で
観
光
セ
ン
タ
ー
で
展
示

　
宇
治
の
四
季
を
写
真
で
と
ら
え

た
第
一
回
宇
治
市
観
光
写
真
＝
ン

ク
ー
ル
の
審
査
会
が
三
月
二
日
、

宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
で
開
会
。

　
作
品
の
応
募
は
、
百
二
人
、
三

百
十
九
点
で
、
い
ず
れ
も
力
作
ぞ

ろ
い
で
し
た
。
審
査
は
、
写
真
家
、

浅
野
喜
市
さ
ん
、
加
藤
友
一
郎
さ

トー―――－－―－－

ん
、
高
僑
善
幸
さ
ん
に
よ
り
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
囲
み
内
は

作
品
題
名
）

　
こ
の
宇
治
市
観
光
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
ふ
築
も
毎
年
の
行
事
と

し
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
▼
推
薦
…
宇
治
市
長
賞
＝
東
岡

「
鳳
凰
の
神
華
」
宇
治
市
長
賞
。
東
岡

　
国
晴
さ
ん
（
宇
治
妙
楽
）
の
作
品

㎜ Ｗ ｌ ㎜ － 皿

　
社
会
の
急
激
な
変
化
か
香
景

に
し
て
、
今
日
ほ
ど
家
庭
教
育

の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
「
子
芦
も
の
人
生
で
最
初
の

教
師
は
父
母
で
あ
り
、
最
後
の

教
師
も
ま
た
父
ほ
で
あ
る
」
と

言
う
言
葉
の
と
お
り
、
教
育
の

原
点
は
家
庭
夕
基
礎
と
し
た
親

子
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　
次
に
「
子
芦
も
の
人
格
や
性

格
形
成
は
、
現
在
と
過
去
の
家

庭
環
境
と
社
会
環
境
に
よ
り
決

定
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
、
特
に

家
庭
環
境
が
与
え
る
子
μ
石
へ

の
影
響
は
、
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
学
校
教
育
現

場
で
「
子
ど
も
は
教
師
か
選
べ

な
い
」
と
言
う
母
親
の
声
牽
よ

教育と環境

く
聞
き
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
家
庭

で
「
’
多
石
は

親
夕
選
べ
な
い
」

国
晴
〔
鳳
凰
（
ほ
ラ
お
う
）
の
神
華
〕
、

宇
治
観
光
協
会
長
賞
＝
磯
部
文
男

　
〔
ダ
ム
湖
の
朝
〕
▼
特
選
・
：
京
都

府
知
事
賞
・
・
・
前
川
敏
彦
〔
花
火
〕
、

京
都
府
観
光
連
盟
賞
＝
山
本
栄
三

…
日
本
観
光
協
会
関
西
支
部
長
賞

＝
寺
本
正
文
〔
三
門
雪
景
〕
、
天
王

寺
鉄
道
管
理
局
長
賞
ふ

〔
ワ
ッ
シ
ョ
イ
″
‥
壱
番
や
〕
、
京
阪

電
気
鉄
道
賞
↓
罪
永
之
助
〔
宇

治
川
雪
景
〕
、
京
阪
宇
治
交
通
賞

＝
久
保
田
彰
〔
お
水
汲
（
く
）
み
〕
、

京
都
写
真
材
料
商
業
組
合
賞
＝
小

西
保
〔
釣
人
〕
▼
入
選
・
：
サ
ク

ラ
カ
ラ
・
‐
‐
賞
↓

稔
、
安
達
正
男
、
田
部
富
男
、
服

A「ダム湖の朝」宇治観光協会長賞。i

l磯部文男さん（宇治蔭山）の作品ｉ
．．．．．．．．．．． 1― ｄ ― ― ― ― ―

信
、
寺
本
正
文
、
梅
垣
雅
稔
、

吉
岡
康
廣
、
―
藤
木
明
夫
。

《
表
彰
式
》

　
▼
と
き
・
：
3
月
2
5
日
面
、

　
　
　
　
光
セ
ン
タ
ー
―
。

《
写
真
展
）

　
▼
と
さ
…
4
月
3
日
叫
ま

で
、
毎
且
ｔ
前
9
時
～
午
後

5
時
▼
と
こ
ろ
・
：
観
光
セ
ン

タ
ー
。

　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

力
を
振
る
う
。
私
、
ど
シ
レ
だ
庭
病
理
の
根
源
に
な
っ
で
い
る

ら
い
い
の
・
・
・
」
「
父
は
大
奥
孚
の
で
す
。
夫
婦
間
に
お
い
て
見

芦
石
そ
の
も
の
で
す
。
家
で
は
直
し
て
み
る
と
、
夫
は
、
自
己

母
だ
け
が
大
人
だ
け
ど
…
」
「
お
の
内
面
的
幼
児
性
（
甘
え
）
の

母
さ
ん
の
方
が
僕
に
甘
え
て
ぐ
表
わ
れ
と
し
て
、
妻
に
母
親
的

る
。
う
っ
と
お
し
い
」
「
家
も
学
存
在
金
沢
一
、
心
理
的
に
は
幼

校
も
お
も
レ
り
な
い
。
人
間
が
児
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
妻
は

嫌
に
な
っ
た
。
犬
に
で
も
な
り
そ
の
夫
夕
受
容
し
て
心
理
的
に

た
い
」
な
ど
家
庭
環
境
の
乱
れ
母
親
化
し
、
疑
似
的
母
子
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
言
わ
れ
石
夫

親
を
見
て
育
つ
子

家
庭
は
教
育
の
原
点

こ
と
の
方
が
重
要
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
ろ
の
電
話
に
寄
せ
ら
元

な
多
七
の
訴
え
は
、
「
お
母
ち

ゃ
ん
は
社
交
ダ
ン
ス
。
そ
れ
で

お
父
ち
ゃ
ん
と
僕
の
夕
食
は
力

″
プ
ヌ
ー
ド
ル
。
僕
、
こ
ん
な

家
に
生
ま
れ
て
損
じ
た
」
「
母
は

去
年
蒸
発
し
で
、
い
な
い
の
。

父
は
毎
晩
お
酒
を
飲
ん
で
、
暴

が
く
っ
き
り
と
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
訴
え
の
背
景
に
は
、

。
家
が
あ
っ
で
も
家
庭
が
な
ど

つ
ま
り
、
本
来
あ
る
べ
き
家
庭

の
姿
が
な
い
と
言
ラ
共
通
点
が

あ
り
ま
す
。
父
性
の
厳
し
さ
と

母
性
の
や
さ
し
さ
、
こ
の
特
性

が
逆
の
形
に
な
っ
て
い
る
現
実

が
、
子
ど
忌
駄
目
に
す
る
家

婦
関
係
に
な
っ

て
い
ま
す
。
妻

は
夫
が
頼
り
な

く
依
存
で
き
ｔ
＜

い
の
で
、
母
子

密
着
を
し
て
目
己
の
精
神
安
定

・ 一 － 一 ・ ・ 一

市民カレンダー

　　に掲載

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
乳
・
幼
児

の
健
康
診
査
や
予
防
接
種
、
結
核

検
診
な
ど
保
健
予
防
事
業
を
実
施

し
て
い
未
了
。
例
年
、
こ
れ
ら
の

合
に
限
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

三
月
三
十
一
日
、
正
午
ま
で
に
福

祉
事
務
所
保
育
課
（
尽
了
1
4

1
）
へ
ご
相
談
鴛
（
保
育
課
）

　
交
通
指
導
員
を
募
集

　
ｖ
5
募
資
格
・
：
6
0
歳
ま
で
の
健

康
な
人
で
、
毎
朝
（
午
前
7
時
4
0

分
～
8
時
4
0
分
）
勤
務
が
出
来
る

人
（
性
別
は
問
わ
ず
）
▼
募
集
人

数
：
士
人
▼
勤
務
場
所
・
：
菟
道
小

学
校
区
内
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

3
月
2
4
日
ま
で
に
交
通
労
政
課

（
｀
｛
ｙ
1
4
1
｝
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

　
地
域
整
備
計
画
策
定
協
議
会

　
〈
白
川
・
志
津
川
地
域
第
6
回
〉

　
ｖ
と
き
・
：
3
月
2
2
日
閑
。
午
後

8
時
～
1
0
時
▼
と
こ
ろ
・
：
白
川
集

会
所
。
（
企
画
課
）

　
　
公
民
館
映
画
会

　
公
民
館
で
は
、
障
害
者
福
祉
都

市
推
進
事
業
の
一
環
と
し
で
市
民

啓
発
の
映
画
会
を
開
き
季
ｙ
。

　
▼
日
程
と
会
場
…
3
月
3
1
日
出
、

午
前
1
0
時
か
ら
＝
木
幡
公
民
館
（
木

幡
内
畑
3
4
）
、
午
後
1
時
か
ら
＝
宇

治
市
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
の
9
）
、

午
後
3
時
半
か
ら
Ｉ
小
倉
公
民
館

（
小
倉
町
寺
内
9
1
）
▼
上
映
作
品
・
：

わ
た
ん
べ
と
す
ば
ら
し
い
仲
間

（
カ
ラ
ー
4
0
分
）
、
わ
ら
べ
の
家
の

お
ば
さ
ん
た
ち
Ｉ
捜
忿
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
1
（
カ
ラ
ー

3
1
分
）
。
（
各
公
民
館
）

　
小
倉
公
民
館
ま
つ
り

　
映
画
会
と
人
形
劇

　
〈
映
画
会
〉

　
ｖ
と
き
…
3
月
2
4
日
出
、
午
後

保
健
予
防
年
間
日
程
は
、
「
宇
治
市

政
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
し
た
が
、
五
十
九
年
度
の
保
健

予
防
年
間
日
程
は
現
在
お
届
け
し

て
い
未
了
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

キ
び
き
」
の
中
で
お
知
ら
せ
し
で

い
ま
ず
。
ま
た
、
四
月
一
日
発
行

の
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
に
も
掲
載

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

6
時
～
8
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉

公
民
館
▼
上
映
作
品
…
東
京
オ
リ

ン
ピ
″
ク
、
市
川
昆
監
督
。

　
〈
人
形
劇
の
つ
ど
い
〉

　
▼
と
き
・
：
3
月
2
9
日
困
、
午
後

1
時
半
1
3
時
半
Ｖ
と
こ
ろ
…
小

倉
公
民
館
▼
出
し
も
の
と
出
演
・
：

ポ
ン
吉
と
で
ん
し
や
＝
小
倉
そ
と

も
人
形
劇
団
、
た
か
ら
さ
が
し
＝

人
形
劇
団
ま
つ
ぽ
っ
く
り
、
ふ
え

吹
章
小
太
郎
、
空
か
ら
パ
ン
ツ
が

ふ
っ
て
壽
た
Ｉ
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
団

つ
ち
の
こ
。
（
小
倉
公
民
館
）

小
倉
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
が
決
定

　
二
月
十
五
日
に
開
か
れ
た
教
育

委
員
会
で
。
小
倉
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
に
次
の
五
人
の
皆
さ
ん

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
横
居
嘉
昭
（
⑩
2
9
6
5
）
再
任

　
池
本
甫
（
安
Ｊ
1
6
6
）
新
任

　
宮
裕
子
（
⑩
2
7
8
9
）
新
任

　
三
木
暢
子
（
⑤
2
7
3
8
）
再
任

　
小
山
一
雄
（
⑩
ｙ
4
7
7
）
再
任

　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
〈
卓
球
〉

　
3
月
3
0
日
廊
、
午
後
7
時
半
～

9
時
半
、
西
小
倉
小
学
校
体
育
館
。

　
参
加
希
望
の
人
は
占
黎
痔
っ

で
直
接
会
場
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
素
人
茶
香
服
大
会

　
▼
と
き
・
：
3
月
2
5
日
㈲
、
午
後

6
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
商
工
心
一

議
所
二
階
大
会
議
室
▼
参
加
料
・
：

二
百
円
▼
申
し
込
み
…
2
3
E
ま
で

に
辻
正
一
さ
ん
（
豊
晋
4
1
0
）
、

ま
た
は
小
島
佳
剛
さ
ん
（
豊
0
2

3
0
6
）
へ
、
当
日
会
場
で
も
受

け
付
け
。
（
農
林
茶
業
課
）

　
訟
－
と
訃
え
ば
ヽ
九
価
砂
の
初

め
に
客
（
部
の
暇
暇
）
か
ら
や
暇

を和わし似空1
て
ヽ
わ
が
匪
に
犯
影
を
傾
え
ヽ

訃
岨
炭
の
郎
附
眠
に
公
晰
峰
争

際
い
た
お
劣
さ
ん
で
す
・

剋
献
は
弧
浙
が
臨
と
ゆ
ば
れ
て
、

く
儲
印
を
躬
め
て
い
ま
し
た
。

もロてたて
うボい○●．
み口た長ぶ炭ヱ

すに衣卜ヽ山i

ぼなは旅jjの
ら
し
い
か
ぎ
り
で
し

供水峠の

くすり水

た
。
　
訟
－
は
、
と
あ
る
恥
ん
ぽ
の
そ

ば
で
・
が
瓶
を
氾
っ
て
い
る
お
ば

さ
ん
を
賂
か
け
ま
し
た
の
で
「
ね

を
ぺ
疹
く
ん
で
く
れ
な
い
か
」
と

た
の
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
。
そ
の
お
ば
さ
ん
は
。

空
池
の
き
た
な
ら
し
い
ボ
ロ
ボ
ロ

の
4
な
り
を
ル
て
、
服
く
な
っ
た

の
か
、
和
を
く
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
。

し
か
た
が
な
い
の
で
訟
－
は
、
和

を
あ
き
ら
め
て
、
だ
ま
っ
て
む
ち

む
り
、
£
胞
眼
の
S
i
］
か
ら
m
l
：
へ

こ
と
う
げ
み
ち
の
£
、

越
え
る
峠
道
を
登
っ
て
行
き
ま
し

た
。

⑩

　
囃
を
ｍ
り
つ
め
た
と
こ
ろ
で
剋

献
は
、
ひ
と
似
み
を
し
よ
う
と
、

手
に
持
っ
て
い
た
つ
え
を
岩
に
突

いとはん突っき
てこが｀こき立ｔ

て
ま
し
た
。
す
る
と
、
窃
に

｀の出り駄ん立ｔ
て
た
つ
え
の
剋
か
ら
、
こ

と
ね
が
わ
き
呼
し
ヽ
訟
｝

い
た
の
ど
を
う
る
お
す
こ

和
た
の
で
す
・

か
は
、
令
も
わ
き
匝
し
て

価
が
鴫
の
く
す
り
加
と
か
ヽ

洽
加
と
か
か
ば
れ
て
い
ま

Ｆ
の
こ
ろ
ま
で
わ
き
か
し
ヽ
そ
の

ほ
か
の
や
郎
に
は
ヽ
わ
き
匝
さ
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
慮
眼
や
即
吟
な
ど
ヽ
伽
ぶ
に
奢

ら
す
Ｍ
た
ち
は
ヽ
そ
の
わ
き
和
が

ど
ん
な
堀
沁
に
も
加
き
臣
が
あ
る

と
硯
え
て
ヽ
戒
だ
が
で
る
と
訟
い

で
鴎
に
戮
っ
て
が
を
く
ふ
、
戒
だ

に
炉
ま
せ
る
添
わ
し
が
あ
り
ま
し

　
ペ
ヰ
£
心
岨
の
到
で
は
、
が

概
を
氾
う
か
即
に
な
る
と
ヽ
和
が

ぶ
し
く
な
り
’
t
v
i
ｒ
ａ
ｌ

た
と
訃
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
室
）

306

京
都
府
観
巻
嶺
徊
＝
山
本
栄
三
部
史
郎
、
太
田
薫
、
小
杉
明
義
、

〔
琴
坂
の
錦
繍
（
或
ん
し
ゅ
う
）
〕
、
馬
込
和
夫
、
小
西
保
、
小
倉
喜
蔵
、

鶏
撒
鞍
訃
甘
眉
引

幸
夫
〔
鵜
（
ウ
）
飼
〕
▼
準
特
選
中
村
典
和
、
平
野
誠
治
、
萱
原
正

59年度

保
育
所
入
所
申
請

受
け
付
け
中

　
昭
和
五
十
九
年
四
月
か
ら
の
保

育
所
の
入
所
に
つ
い
て
は
、
一
部

の
保
育
所
で
定
員
に
余
裕
が
あ
り

水
子
の
で
、
申
し
込
み
夕
受
け
付

け
し
未
了
。

　
〈
申
し
込
み
が
で
き
る
人
〉

　
五
十
九
年
四
月
一
日
現
在
で
、

一
歳
以
上
六
歳
未
満
の
乳
・
幼
児

で
、
母
親
が
仕
事
を
し
て
い
る
な

ど
の
理
由
で
保
育
が
で
き
な
い
場

　
を
図
り
ふ
チ
。
い
わ
ゆ
る
母
原

　
病
の
要
因
は
こ
こ
に
あ
る
の
で

　
す
。
そ
こ
も
た
ら
が
訴
え
る
「
父

　
は
子
芦
も
み
た
い
だ
」
「
母
の
方

　
が
甘
え
で
ぐ
る
」
な
ど
は
、
こ

　
れ
舎
孚
右
の
で
し
ょ
う
。

　
　
現
代
家
庭
の
ゆ
が
み
や
病
理

　
は
、
父
母
が
父
母
と
し
て
の
特

　
性
や
役
割
り
か
働
錯
、
ま
た
は

　
放
棄
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

　
る
の
で
す
。
理
想
的
な
家
庭
を

　
築
ぐ
第
一
歩
は
、
適
正
な
夫
婦

　
関
係
に
よ
り
父
性
の
復
活
と
ほ

。
性
の
再
生
を
計
る
こ
と
か
ら
で

　
す
。
親
が
正
せ
ば
子
も
正
す
、

　
父
母
の
毎
日
の
生
息
呈
こ
そ

　
が
、
子
戸
も
に
生
き
る
展
望
と

　
明
日
へ
の
希
望
を
堡
八
る
も
の

　
な
の
で
す
。

　
青
少
年
の
悩
み
は
、
宇
治
「
こ

こ
ろ
」
の
電
話
（
＠
0
8
0
0
）

へ
。
　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

観光写真

コンクール

心
の
8
0
0
番

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
か
ら

～終～

お
知
ら
せ

お気づき万ですか

5
9
年
度
保
健
予
防
年
間
日
程
表
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